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〓 会場へのアクセス 〓

東北自動車道
（上下線）

山形自動車道 約１０分
約２０分

仙山線
約１時間

山形新幹線

奥羽本線・山形線

　≪山形駅～ヒルズサンピア≫　　所要時間：約１５分　運賃　2,300円前後

山形蔵王
ＩＣ

ヒルズサンピア
山形村田ＪＣＴ

バス（ヒルズサンピア行）で約２０分ＪＲ仙台駅 ＪＲ山形駅 ヒルズサンピア
山形

タクシーで約１５分

〒990-2333 山形県山形市蔵王飯田637番地
ＴＥＬ 023-631-1555
ＦＡＸ 023-632-5320

ＪＲ秋田駅

ＪＲ東京駅

ＴＥＬ 023-631-1555 

①中桜田交差点を左折 
②約800m先、 

整骨院手前を右折 

ツルハ

周辺地図

お車を利用される場合

電車を利用される場合

タクシーを利用される場合
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〓 参加者へのお願い 〓
■機器展示
展示会場は蔵王・2階ロビーにて開催いたします。併せてドリンクコーナーをご用意しておりますの
でご利用ください。（空き缶・ペットボトルは指定のゴミ箱へお願いいたします）
■宿泊部屋のご利用について
宿泊のお部屋は15時からのご利用となります。
宿泊先　ヒルズサンピア山形
■喫煙について
施設指定の喫煙場所にてお願いします。
■情報交換会について
学会1日目　9月23日（土）　　19時00分～
会場　ヒルズサンピア山形　蔵王
■駐車場について
施設指定の駐車場をご利用ください。不明な点は施設駐車場係または、学会スタッフにお訊ねくださ
い。
宿泊または情報交換会参加の方は、ヒルズサンピア山形の駐車場に駐車されてから、学会参加してい
ただきますようにご協力をお願いいたします。
■ご注意
会場内では、携帯電話の電源をOFFにしていただくか、マナーモードにてご使用ください。

〓 発表者へのご案内とお願い 〓
■発表形式
口演はパソコンのみといたします。35mmスライド・ビデオでの発表はできませんのでご注意くださ
い。
■発表者受付
発表者は、発表時間30分前までに講演者受付にて発表データをご提出ください。当日の発表では
Windowsを使用します。Macintoshでデータ作成の方は、動作確認をしたうえでデータをお持ちくだ
さい。
■ノートパソコン持込による発表の場合
ノートパソコン持込の場合は電源アダプタをご持参ください。また、変換テーブル等が必要な場合は
ご自身でご用意しご持参ください。
■発表について
一般演題の発表時間は7分、質疑応答3分の合計10分です。時間厳守でお願いいたします。次演者は、
演者の登壇と同時に「次演者席」に着席してお待ちください。

〓 司会・座長へのお願い 〓
■担当セッション開始15分前までに「次座長席」でお待ちください。
セッション開始のアナウンスが始まりましたら、座長席へご着席いただきセッションを開始してくだ
さい。
■各セッションの進行は司会・座長にお任せいたします。時間厳守にてお願いいたします。
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｜ 開会の挨拶

メーカープレゼンテーション1-1

｜ 座長　五十嵐　一生

（本間病院）

一般演題1-1 一般演題2-1

｜ 座長　佐藤　伸彦 ｜ 座長　加藤　直樹

（山形県立河北病院) （公立置賜南陽病院）

教育講演1

｜ 座長　杉山　道明

（山形市立病院済生館）

｜ 休　憩

一般演題1-2

｜ 座長　江刺　志穂

（矢吹病院）

パネルディスカッション

｜ 男女共同参画

｜ 司会　鈴木　有佳

（日本海総合病院）

｜ 休　憩

市民公開講座

｜ 医工連携シンポジウム

｜ 司会　石塚　后彦

（山形県立中央病院）

第1会場　蔵　王 第2会場　月　山

9月23日（土）　1日目
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メーカープレゼンテーション1-2

｜ 座長　千田　哲郎

（天童温泉矢吹クリニック）

一般演題1-3 一般演題2-2

｜ 座長　白澤　賢 ｜ 座長　柴崎　浩明

（本町矢吹クリニック） （山形徳洲会病院）

｜ 休　憩

特別講演

｜ 座長　白澤　顕子

（山形クリニック）

｜ 休　憩

教育講演2

｜ 座長　本間　久統

（庄内余目病院）

｜ 休　憩

メーカー共催セミナー

｜ 座長　大瀧　一幸

（日本海総合病院）

｜ 次回大会長挨拶

閉会の挨拶

第1会場　蔵　王 第2会場　月　山

9月24日（日）　2日目
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9 月 23 日（土） 1 日目 第 1 会場 蔵王 
 
： ～ ：

開会の挨拶

大会長 医療法人光仁会 山形クリニック 臨床工学技士部 白澤 顕子

： ～ ：

メーカープレゼンテーション

座長 医療法人健友会 本間病院 透析室 五十嵐 一生

透析患者におけるエムラクリームの有用性について

扶桑薬品工業株式会社 仙台支店 中瀬 真人

ヘモダイアライザー（特定積層型 ）の適応に関して

バクスター株式会社 透析製品事業部 マーケティング部 石川 貴雄

： ～ ：

一般演題

座長 山形県立河北病院 診療機材部 佐藤 伸彦

当院の急性期脳血管内治療への臨床工学技士関わり

一般財団法人 三友堂病院 医療技術部 臨床工学室 須藤 智亮

人工心肺離脱後に起きた の一症例

米沢市立病院 臨床工学室 矢萩 匠

経カテーテル大動脈弁置換術における臨床工学技士の役割

山形大学医学部附属病院 臨床工学部 東 剛広

年目の私がカテ室専従 になって

山形県立中央病院 臨床工学部 栗林 沙帆

： ～ ：

教育講演

座長 山形市立病院済生館 センター 杉山 道明

『医療機関で安全・安心に電波を利用するために』

総務省 東北総合通信局 電波監理部長 鎌田 亮 先生 

： ～ ：

休 憩

： ～ ：

一般演題

座長 医療法人社団清永会 矢吹病院 臨床工学部 江刺 志穂

を利用した臨床工学技士間の情報共有について

医療法人健友会 本間病院 透析室 舟生 広幸

に参加して

医）清永会 矢吹病院 臨床工学部 五十嵐 洋行 
および米国病院見学ツアーに参加して

米沢市立病院 臨床工学室 相田 真治
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： ～ ：

パネルディスカッション 男女共同参画

『男女共同参画を考えよう』

司会 地方独立行政法人 山形県・酒田市病院機構 日本海総合病院 室 鈴木 有佳

講師・コメンテーター

自治医科大学附属さいたま医療センター 臨床工学部 百瀬 直樹 先生

パネリスト

医療法人社団清永会 矢吹病院 臨床工学部 吉田 功樹 氏

地方独立行政法人 山形県・酒田市病院機構 日本海総合病院 室 本間 功一 氏

医療法人社団山形愛心会 庄内余目病院 臨床工学科 小山内 洋子 氏

： ～ ：

休 憩

： ～ ：

市民公開講座

医工連携シンポジウム

『医工連携進行中』

司会 山形県立中央病院 臨床工学部 石塚 后彦

コメンテーター

地方独立行政法人 神戸市民病院機構 神戸市立西神戸医療センター 臨床工学技士室 加藤 博史 先生

「全国的な医工連携の現状について」

自治医科大学附属さいたま医療センター 臨床工学部 百瀬 直樹 先生

「第 次ニーズ収集報告とその後の経過報告」

米沢市立病院 臨床工学室 矢萩 匠 先生

産業界プレゼンテーション

【医療・福祉の現場ニーズを「カタチ」にする取り組み事例の紹介】

那須電機株式会社 那須 広紹 先生

【医療の現場と臨床工学共存のための組込み技術について】

エンベデッドプロダクツ株式会社 事業部 技術部 加藤 隆史 先生

【東北パイオニアの医療機器に関する取り組みについて】

東北パイオニア株式会社 営業企画課 松井 豪 先生

医療機器メーカープレゼンテーション

【血液浄化器開発の取り組み】

ニプロ株式会社 透析・血液浄化商品開発営業部 山口 悟 先生

【一つの医療機器メーカーの考えていること】

フクダ電子ファインテック仙台㈱ 代表取締役

オークソニック㈱ 代表取締役 坪根 泉 先生

全体ディスカッション

 

「医工連携による医療・福祉機器の開発の実例と課題」
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9 月 23 日（土） 1 日目 第 2 会場 月山 
 
： ～ ：

一般演題

座長 公立置賜南陽病院 人工透析室 加藤 直樹

前希釈 における血液粘度変化率と血液の濃縮について

医療法人健友会 本間病院 透析室 岡崎 一樹

災害時における透析スタッフの動きと施設間情報共有方法の周知徹底に向けて

医療法人健友会 本間病院 透析室 今野 忍 
膜使用における栄養保持効果について

医療法人健友会 本間病院 透析室 斎藤 稔也

施行時の安全対策を再考する～補充ポートからの透析液漏れ事例から～

医療法人健友会 本間病院 透析室 五十嵐 一生
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9 月 24 日（日） 2 日目 第 1 会場 蔵王 
 
： ～ ：

メーカープレゼンテーション

座長 医療法人社団清永会 天童温泉矢吹クリニック 千田 哲郎

高リン血症治療薬ピートルチュアブル錠 最新の話題

キッセイ薬品工業㈱ 仙台支店 学術グループ 高橋 行雄

ダイアライザの進歩 血小板活性化抑制に着目した透析膜の臨床効果

東レ・メディカル㈱ 透析製品事業本部 北日本営業部 島津 正弘

： ～ ：

一般演題

座長 医療法人社団清永会 本町矢吹クリニック 白澤 賢

パーサビブ®の使用経験

医療法人 長清会 長岡医院 新宮 舞

希釈方式の違いによる生体適合性の検討

医療法人健友会 本間病院 透析室 五十嵐 一生

分かりやすいシャントマップ作成の取り組み

医療法人 篠田好生会 篠田総合病院 室 東海林 美沙

の補充量が循環動態に与える影響

医療法人健友会 本間病院 透析室 五十嵐 一生

： ～ ：

休 憩

： ～ ：

特別講演

座長 医療法人光仁会 山形クリニック 臨床工学技士部 白澤 顕子

『 仕事と学び 』

九里学園高等学校 理事長・学園長 九里 廣志 先生

： ～ ：

休 憩

： ～ ：

教育講演

座長 医療法人社団山形愛心会 庄内余目病院 臨床工学科 本間 久統

『多職種との診療報酬の比較から、臨床工学技士になぜ連盟が必要なのか』

秋田赤十字病院 医療技術部 技師長 熊谷 誠 先生 

： ～ ：

休 憩
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： ～ ：

メーカー共催セミナー

座長 地方独立行政法人 山形県・酒田市病院機構 日本海総合病院 室 大瀧 一幸

『今後の遠隔診療とハートラインについて』

ニプロ株式会社 事業戦略室 MMCチーム 佐藤 勝太 先生 

： ～ ：

次回大会長挨拶

地方独立行政法人 山形県・酒田市病院機構 日本海総合病院 室 白幡 貢

 
： ～  

閉会の挨拶

大会長 医療法人光仁会 山形クリニック 臨床工学技士部 白澤 顕子
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9 月 24 日（日） 2 日目 第 2 会場 月山 
 
： ～ ：

一般演題

医療法人徳洲会 山形徳洲会病院 臨床工学科 柴崎 浩明

輸液ポンプの更新を経験して

地方独立行政法人 山形県・酒田市病院機構 日本海総合病院 室 白幡 貢

低圧持続吸引器におけるバッテリー容量変化の検証

山形市立病院済生館 センター 小澤 衣里

当院でのデバイス業務における遠隔モニタリングシステムの現状と展望

山形大学医学部附属病院 臨床工学部 小沼 和樹

 


